
「北海道気候変動影響研究シンポジウム」

開催について

（地独）北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所

報告者： 環境保全部 水環境保全グループ 鈴木 啓明

北海道気候変動適応推進会議/第13回気候変動適応北海道広域協議会

札幌・ACU-A(アスティ45)中研修室1206及びオンライン

2025年2月6日（木）
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後援

・ 環境省北海道地方環境事務所

・ 札幌市

・ （一財）北海道河川財団

・ 環境省北海道環境パートナーシップオフィス

・ チャレンジフィールド北海道（ノーステック財団）

・ 日本気象学会北海道支部

・ 大気環境学会北海道・東北支部

・ 気候変動予測先端研究プログラム

・ SIP第3期課題「「スマート防災ネットワークの構築」サブ課題Ｂ「リスク情報による防災行動の促進」」

開催概要

日時： 令和6年（2024年）

12月20日（金）9:30～17:20

会場： 北海道大学学術交流会館

主催

・ （地独）北海道立総合研究機構 エネルギー・環境・地質研究所

・ 環境省・（独）環境再生保全機構「環境研究総合推進費2-2303 全国主要都市に対する暑熱・強風・雪の

   気候変動脆弱性アトラスの作成」

・ 水分野における気候変動適応策を推進するコンソーシアム

・ 北海道 / 北海道気候変動適応センター
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プログラム・当日の様子 参加者 150名

(39件)
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プログラム・当日の様子 参加者 150名



参加者アンケート結果①
道総研

シンポジウム発表者・参加者150名のうち
メールアドレスが判明した145名に、
Webフォームによる回答を依頼

回答数 49票 （回収率 34 %）

気候変動の影響について、関心がある分野
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参加者アンケート結果②
道総研

シンポジウム満足度

今回のシンポジウムで期待していたこと
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参加者アンケート結果③
道総研

今後の研究シンポジウムについて

（今後シンポジウムを開催する場合）扱う内容に関する希望
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道総研 予測データ活用例 道総研

 気候変動の分野横断的な影響を共有し、研究者の連携を

さらに深め、新たな研究へと進展させる機会として、

12月に札幌で「北海道気候変動影響研究シンポジウム」を

開催。

 基調講演4題、口頭12題、ポスター39件を発表。学術研究

関係者を中心に150名の参加を頂いた。

 アンケートでは9割以上の参加者に内容に満足と回答頂き、

また今後も開催を希望すると回答頂いた。

御協力頂いた皆様に感謝申し上げます

データベース整備の背景
「北海道気候変動影響研究シンポジウム」開催について

8


	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8

